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１
．
は
じ
め
に

　

本
書
は
、
令
和
３
年
度
完
全
実
施
の
新
学
習
指
導

要
領
を
見
据
え
、
令
和
２
年
度
版
に
て
全
面
改
訂
を

行
っ
て
発
刊
し
た
歴
史
資
料
集
で
す
。
改
訂
に
あ
た
っ

て
は
、
兼
ね
て
よ
り
編
集
協
力
を
し
て
い
た
だ
い
て

い
る
全
国
中
学
校
社
会
科
教
育
研
究
会
の
著
者
の
先

生
方
の
み
な
ら
ず
、
多
く
の
先
生
方
に
対
面
や
書
面

で
、
先
生
方
が
授
業
の
ど
の
よ
う
な
場
面
で
、
ど
の

よ
う
な
目
的
で
、
ど
の
よ
う
な
資
料
を
ご
活
用
さ
れ

て
い
る
の
か
を
徹
底
的
に
調
査
し
ま
し
た
。
そ
の
結

果
、
お
も
に
３
つ
の
目
的
で
使
わ
れ
て
い
る
こ
と
が

わ
か
り
ま
し
た
。

生
徒
の
よ
り
よ
い
未
来
へ
つ
な
が
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

歴
史
学
習
に
向
け
て

☆日図協加盟出版社の発行している教材につ

いて、実際の授業における活用例、より効果

が得られるポイント（場面・方法）などをご

紹介します。

教材活用シリーズ　  第 132 回

㈱新学社

『未来へつなぐ 歴史資料集』

　

ま
ず
１
つ
め
は
、
「
読
み
取
り
考
え
さ
せ
る
た
め
の

論
拠
」
と
し
て
の
使
用
で
す
。
写
真
資
料
か
ら
わ
か

る
変
化
や
グ
ラ
フ
な
ど
の
数
値
を
読
み
取
ら
せ
、
そ

の
時
代
の
特
色
を
説
明
さ
せ
た
り
、
変
化
の
原
因
を

考
え
さ
せ
た
り
す
る
際
な
ど
に
使
わ
れ
ま
す
。
２
つ

め
は
、
「
興
味
付
け
・
印
象
付
け
」
で
す
。
歴
史
で
あ

れ
ば
、
時
代
の
特
色
を
視
覚
的
に
と
ら
え
さ
せ
る
た

め
に
使
わ
れ
ま
す
。
３
つ
め
は
、「
理
解
促
進
」
で
す
。

教
科
書
で
は
文
章
で
し
か
表
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
で

も
、
具
体
的
な
写
真
や
模
式
図
や
地
図
、
表
で
見
る
こ

と
で
、
理
解
が
深
ま
り
ま
す
。
特
に
歴
史
の
授
業
で
は
、

生
徒
に
「
理
解
促
進
」
を
さ
せ
る
の
に
、
資
料
集
が

不
可
欠
な
存
在
と
な
っ
て
い
ま
す
。

２
．
資
料
を
読
み
取
り
考
え
さ
せ
る
た
め
に

　

新
学
習
指
導
要
領
に
は
、
歴
史
の
見
方
・
考
え
方
と

し
て
、
「
社
会
的
事
象
を
時
期
、
推
移
な
ど
に
着
目
し

て
捉
え
、
類
似
や
差
異
な
ど
を
明
確
に
し
た
り
事
象
同

士
を
因
果
関
係
な
ど
で
関
連
付
け
た
り
し
て
」
働
か
せ

る
と
明
記
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
学
習
に
よ

り
、
歴
史
の
学
び
を
、
生
き
て
働
く
知
識
や
未
知
の
状

況
に
対
応
で
き
る
思
考
力
・
判
断
力
・
表
現
力
に
つ
な

げ
る
こ
と
が
で
き
る
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

㈱新学社
中学事業部編集部

▲産業革命による機械化で、綿糸の生産効率が格段に向上した

ことを、２枚の写真で示しています。（p.110）

45 産業革命とその影響近代①

❶手作業による綿糸の生産（イギリス） ❷ミュール紡績機による綿糸の生産工場 ❸ミュール紡績機

ミュール紡
ぼう

績
せき

機
き

の登場により，綿糸の生産効率が飛
ひ

躍
やく

的
てき

に高まった。細く強い糸をつむぐことができ，熟
じゅく

練
れん

した職人
が担

にな

っていた生産作業が単純労働でできるようになった。

紡績機の進歩に
よって綿糸が大量
生産されるように
なると，それまで
手作業が中心だっ
た綿織物の生産に
蒸気機関の動力が
使われるようになっ
た。 このことで，
綿織物の大量生産
が可能になった。

イギリスで鉄道が開業すると，ヨーロッ
パ各地で鉄道が建設された。各国の政府
も建設を促進したことから，ヨーロッパ全
域を結ぶ鉄道網が急速に広がった。

❹イギリスの綿工業で産業革命がおこった背景

❽蒸気機関車の実用化（1825 年）

❻カートライトの力織機 ❼イギリスの鉱工業生産の推移

❾ヨーロッパの鉄道網
も う

の拡大 ❿イギリスの
　産業革命の展開

❺イギリスの綿工業の発達

イギリス フランス ドイツ
1825 年 1832 年 1835 年

　　安いインド産綿織物に対抗するために，イギリスはどのような方法をとったのかな？

▲蒸気機関車の鉄道の開通年

イギリスで綿織物工業が発達
（産業革命）

奴隷

武器・
日用品 たばこ・

　砂糖

綿織物

茶

17世紀
イ
ギ
リ
ス
が
北・中
ア
メ
リ
カ
に
植
民
地
拡
大

17～18世紀

イギリス

西アフリカ 北・中
アメリカ

中国

インド

ヨーロッパで
インド産綿織物が大流行

イギリスがインド産綿織物を輸
入禁止にし，インド産綿花と綿
糸のみを輸入

イギリスと植民地などとの貿易

イギリスの毛織物工業に打撃

イギリスにばく大な利益

ど れい

鉄道1840年 1880年
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（「近代国際経済要覧」など）
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銑鉄
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せんてつ

綿製品
（万ポンド）

石炭（万ｔ）
銑鉄（千ｔ）

燃料
木炭から石炭中心に

動力
ワットが蒸気機関

を改良

技術
綿織物工業
を中心に
技術革新

交通

工業化が加速

蒸気機関車・
蒸気船の発明

1人1台の紡
ぼう

錘
すい

車
しゃ

で作業

1人の大人と 2～ 3人の少年が同時に1600 台の紡錘車で作業

機械化によって，どのような変化がおこったのかな

1700 1800 1900 2000

平成昭和明治江戸 大
正

大韓帝国朝鮮 大韓民国・朝鮮民
主主義人民共和国

中華人民共和国中華民国

（日本領）

清

日本

中国

朝鮮

イギリスの産
さ ん

業
ぎょう

革
か く

命
め い

交通革命

1

2

　イギリスではもともと洋服の素
材に毛織物が使われていました
が，高価で水洗いしにくく，1 ～
2着しか洋服を持てない一般の
人々が着るには不便でした。17
世紀以降，安くて色彩豊かな
インド産綿織物が輸入されると，
「ファッション革命」といえるほど
大人気になりました。

インド産綿織物が一大ブームに！

▲18世紀のインド産
　綿織物

蒸気機関車の鉄道は
イギリスで始まった。

（三省堂「世界歴史地図」）

110  1825 年，江
え

戸
ど

幕府が異
い

国
こく

船
せん

打
うち

払
はらい

令
れい

を出す。

 ●産業革命がイギリスなどにもたらした影響の特色をとらえさせる。

 効率が上がって生産量が拡大した。  綿織物の国産化を図り，インド産綿織物を輸入禁止にした。

↓産業革命の背景の 1 つに，資本家の農地囲い込みによって土地を失った農民が，都市に流入して労働者となったこともある。

↑1810年代には，織物工が自分達の職が奪われると考えて機械破壊運動（ラッダイト運動）をおこした。
力織機の導入はマンチェスターなどで激しい反対にあい，実用化されたのは19世紀に入ってからである。

4

２
０
２
０
年(

令
和
２
年)

９
月
25
日　

図
書
教
材
新
報

※教材の表紙・内容、執筆者の肩書などは、図書教材新報第 185号（2020 年９月 25日）へ掲載した当時のものです。
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先
生
方
へ
の
調
査
で
は
、
「
時
代
の
変
化
」
が
読
み

取
れ
る
資
料
を
授
業
で
使
い
た
い
が
、
探
し
に
く
い
と

の
意
見
が
多
く
聞
か
れ
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
数
値
で
変

化
が
わ
か
る
統
計
資
料
を
増
や
す
、
可
能
な
限
り
同
じ

ペ
ー
ジ
内
で
写
真
が
比
較
で
き
る
よ
う
に
す
る
、
異
な

る
ペ
ー
ジ
に
な
る
場
合
は
、
比
べ
や
す
い
レ
イ
ア
ウ
ト

に
そ
ろ
え
る
な
ど
の
工
夫
を
行
い
ま
し
た
。
加
え
て
、

複
数
の
資
料
を
関
連
付
け
て
活
用
さ
せ
る
問
い
を
意

識
的
に
掲
載
し
ま
し
た
。

３
．
歴
史
へ
の
興
味
を
喚
起
す
る
た
め
に

　

生
徒
に
学
習
対
象
と
な
る
時
代
や
歴
史
学
習
そ
の

も
の
に
興
味
を
も
っ
て
も
ら
う
た
め
に
、
従
来
の
よ
う

な
雑
学
的
な
コ
ラ
ム
だ
け
で
な
く
、
「
今
と
の
つ
な
が

り
」
や
「
現
代
と
の
比
較
」
が
で
き
る
よ
う
な
資
料
、

コ
ラ
ム
を
掲
載
す
る
よ
う
に
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
誌
面
下
段
に
、
「
今
と
の
つ
な
が
り
」
と
い

う
１
行
コ
ラ
ム
を
設
け
ま
し
た
。
現
代
の
生
活
に
欠
か

せ
な
い
も
の
が
、
ど
の
よ
う
に
生
み
出
さ
れ
た
の
か
、

起
源
や
背
景
に
気
づ
か
せ
る
内
容
に
し
ま
し
た
。

４
．
理
解
を
深
め
る
た
め
に

　

近
年
、
教
科
書
の
大
判
化
、
ペ
ー
ジ
増
が
進
ん
で
い

ま
す
が
、
そ
れ
で
も
、
見
た
こ
と
の
な
い
国
や
時
代
を

理
解
す
る
に
は
教
科
書
だ
け
で
は
不
十
分
で
す
。
そ
れ

ゆ
え
、
歴
史
で
は
「
理
解
促
進
」
の
た
め
に
資
料
集
が

活
用
さ
れ
ま
す
。
教
科
書
に
文
章
の
み
で
記
載
さ
れ
て

い
る
こ
と
を
、
模
式
図
化
す
る
、
写
真
で
例
示
す
る
、

比
較
表
で
ま
と
め
る
、
な
ど
に
よ
り
、
用
語
の
丸
覚
え

で
は
な
く
、
歴
史
の
流
れ
や
構
造
を
き
ち
ん
と
理
解
で

き
る
構
成
に
し
ま
し
た
。

５
．
終
わ
り
に

　

社
会
科
の
学
習
を
通
し
て
、
よ
り
よ
い
未
来
を
拓
い

て
も
ら
い
た
い
と
い
う
願
い
を
込
め
、
３
分
野
の
資
料

集
す
べ
て
に
「
未
来
へ
つ
な
ぐ
」
と
副
題
を
つ
け
ま
し

た
。
本
書
が
、
生
徒
の
よ
り
よ
い
未
来
を
拓
く
一
助
と

な
れ
ば
幸
い
で
す
。

　律
りつ

令
りょう

制度では，現代と同じように役人を成績によって
評価する仕組みがあり，年に1回の評価と数年に1回
の総合評価で昇進が決められました。上級貴族の子ど
もたちには一定以上の位階が与

あた

えられて優遇されていた
ため，位階の低い大多数の役人は昇進が遅

おそ

くなりました。

奈良時代の役人に成績表があった？！

⓫ 一般の人々の服装

⓮ 下級役人の食事

⓴ 三
さ ん

世
ぜ

一
い っ

身
し ん

の法（723 年）

⓯ 下級役人の服装 ⓲ 役人の給料と宅地の広さ

⓳ 長屋王の邸
て い た く

宅

⓰ 貴族の食事 ⓱ 貴族の服装

⓬ 一般の人々の住居

⓭ 集落の様子
　（想像図）

麻でつくられた布が使
われていた。

かわら屋根の建物が並ぶ平
へい

城
じょう

京
きょう

や地方の国庁とはち
がい，奈良時代になっても，農民の多くはたて穴住居など，
木の骨組みに束

たば

ねたわらを重ねた家で暮らしていた。

平城京には約1万人の貴族・役人がいて，その位階は正
しょう

一
いち

位
い

を頂点として 30 に
分かれていた。このうち，従五位以上の人が貴族とされ，収入などで優

ゆう

遇
ぐう

された。

長屋王（正二位）は天
てん

武
む

天皇の孫で，その邸宅の広さは 6 万㎡以上におよんだ。
発
はっくつ

掘調査により，跡
あと

地
ち

から約 5 万点の木
もっ

簡
かん

が出土している。

男女とも唐
とう

の様式にならっ
た絹

きぬ

でつくられた服装で，官
位による規定があった。

下級役人も一般の人々と
同じ麻の服を着ていた。

一
い っ

般
ぱ ん

の人々の暮
く

らし

貴
き

族
ぞ く

の暮
く

らし

土地の私有と荘
しょう

園
え ん

の始まり

3

4

5

　太
だ い

政
じょう

官
か ん

は次のように申し上げ
た。「最近，人口が増加したので，
支給する田が不足している。そ
こで，田を開

かい

墾
こん

することを国中
に奨
しょう

励
れい

する。新たに開墾した者
には，面積の多少にかかわらず，
三代にわたって所有を認めたい
と思う。」

　（「続日本紀」）

　聖
しょう

武
む

天皇は詔
みことのり

（天皇による命令）を
出して次のように命じた。「養

ようろう

老 7
（723）年の規定では，開墾した土地
は期限がくると国に返すことになって
いる。このため農民は意欲を失い，開
墾した土地が荒れてしまう。これから
は三世一身を論ずるのをやめ，永久に
国に返さなくてもよいことにする。」

　（「続日本紀」）

開墾の条件

国
こく

司
し

の許可を得てから，3 年以内に開墾を終了させる。
開墾の制限

個人
位・身分によって制限。
10 ～ 500 町

ちょう

大寺院
最初は無制限。749 年から制限。
東
とう

大
だい

寺
じ

…4000 町まで
法
ほう

隆
りゅう

寺
じ

…500 町まで など

一番位の高い役人と低
い役人で，約何倍の収
入差があったのかな？

下級役人と貴族の
食事は，どのよう

にちがうかな？

▲開墾の決まり   

　　墾田永年私財法が出された結果，土地制度に
どのような変化がおこったのかな？

役人の評価を記した木
もっ

簡
かん

▶︎   

 墾
こ ん

田
で ん

永
え い

年
ね ん

私
し

財
ざいの

法
ほ う

 （743 年）

約250m

約
250m

作業所

持仏堂長屋王寝
しんでん
殿

舎
とねり
人所

（使用人がいたところ）

厨
くりや
所（台所）

家令所
（使用人のリーダーが
いたところ）

作業所

弥
や

生
よい

時代の暮らしから変化した
かな？ p.20

へいぜい

31 平城京の貴族の邸宅には，道路の側溝を流れる水を利用した水洗トイレが設けられていた。

イワシの
煮付け

アサツキの
みそ汁

かぶの
つけもの

玄米

はすの葉で包んだ
はすの実ご飯

蘇
（古代のチーズ）

焼き
アワビ

干した
タコ

干しナマコもどした
もの

干し柿，草もち，
煮小豆

漬
つけもの
物

車えび
の塩焼

生サケ

塩

生ガキ

はすの実
入りご飯

しょうゆの
ような調味料 鴨

かも
とせりの汁

ゆで野菜

鹿
しかにく
肉の塩

しおから
辛

酒
きゅうりの
つけもの

塩

↓下級役人の生活はきびしく，月利 15% 以上もの借金をしていた役人の記録
も残っている。

↓長屋王は各地から集まる米を原料につくった酒などの販売で
も利益を得ていて，作業所はそのような作業を行っていた場所。

 公地・
公民の原則が
崩れた。

←765 年，称徳天皇のころ，
道鏡が，「寺院以外は新たに
開墾してはならない」という，
加墾禁止令を出し，寺社を優
遇しようとした。道鏡失脚後，
772 年光仁天皇より，この禁
止令は撤廃された。

 約 160 倍

コ
ラ
ム
「
時
代
を
実
感
」
で
今
に
つ
な
が
る
資
料
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。

⓳伎
ぎ

楽
がく

面
めん

（正倉院宝物）

⓲アジアの地図（8世紀後半）

⓮美人図　

⓱螺
ら

鈿
でん

紫
し

檀
たんの

五
ご

絃
げん

琵
び わ

琶
　（正倉院宝物）

⓬東
とう

大
だ い

寺
じ

正倉院

⓭天
てん

平
ぴょう

　宝
ほう

物
もつ

筆
ふで

⓯ 銀
ぎ ん

薫
く ん

炉
ろ

⓰ ガラス容器

正
しょう

倉
そ う

院
い ん

宝
ほ う

物
も つ3

寺院の儀
ぎ

式
しき

でさかんに行われた
伎楽（仮面劇）で使われた面。酔

すい

胡
こ

王
おう

面
めん

とも呼ばれ，酒に酔
よ

ったペル
シャの王を表しているという。

インド原産の木材を使い，東南アジア産
の貝をちりばめて装飾をしている。描

えが

かれ
たナツメヤシやラクダはペルシャ（イラン）
で見られるものである。インドが起源の五絃
琵琶としては現存する唯

ゆいいつ

一のものである。

内部に小さな炉
ろ

があ
り，香

こう

をたくために用
いる。正倉院のものは
唐のものとほぼ同じ形
をしている。

ペルシャ製のものが中国
に伝わり，遣唐使が日本に
伝えたと考えられている。

聖
しょう

武
む

天皇の死後，光
こう

明
みょう

皇
こう

后
ごう

によって天
皇の愛用品などが東大寺に納められたの
が始まりとされる。宝物の点数は整理され
たものだけで 9000 点以上におよぶ。

天平宝物筆
は，長さが56.6
㎝ある大きな
筆で，大仏開

かい

眼
げん

の 法 要で，
大仏の目を描

えが

くのに使われ
たとされる。

特徴
中心地  平

へい

城
じょう

京
きょう

 　 担
にな

い手  天皇や貴族中心
特　色  遣唐使の派

は

遣
けん

による唐の文化の
　　　　影響が強く，国際色が豊かな仏教文化

仏教
国家が保護する国を守るための仏教。平城京に東大寺，国ごと
に国

こく

分
ぶん

寺
じ

・国
こく

分
ぶん

尼
に

寺
じ

。鑑
がん

真
じん

が来日。

学問・
文学

歴史書 「古
こ

事
じ

記
き

」「日
に

本
ほん

書
しょ

紀
き

」
地誌 「風

ふ

土
ど

記
き

」
和歌集 「万

まん

葉
よう

集
しゅう

」（柿
かきの

本
もとの

人
ひと

麻
ま

呂
ろ

・大
おお

伴
ともの

家
やか

持
もち

らの歌人）
建築 東大寺正倉院（校

あぜ

倉
くら

造
づくり

を採用），唐
とう

招
しょう

提
だい

寺
じ

金
こん

堂
どう

美術
工芸 螺鈿紫檀五絃琵琶，瑠

る

璃
りのつき

坏，白瑠璃碗，銀薫炉，漆
しっ

胡
こ

瓶
へい

（水差し）
絵画 鳥毛立女屏風，薬

やく

師
し じ

寺吉
きっ

祥
しょう

天
てん

画
が

像
ぞう

彫刻・仏像 鑑
がんじんぞう

真像，東大寺盧
る

舎
しゃ

那
な

仏
ぶつ

（大
だい

仏
ぶつ

），興
こう

福
ふく

寺
じ

阿
あ

修
しゅ

羅
ら

像
ぞう

▲ナツメヤシ

▲校
あぜ

倉
くら

造
づくり

◀︎（右）銀薫炉
　（正倉院宝物）

◀︎（右）白
はく

瑠
る

璃
りの

碗
わん

　（正倉院宝物）

◀︎（左）ペルシャ（イラン）
　出土のガラス容器

◀︎（左）唐（中国）
　出土の銀薫炉

▲ラクダ

⓴　　　天平文化のまとめ

▲唐
とう

のトルファンの樹下美人図

▲鳥
とり

毛
げ

立
りつ

女
じょの

屏
びょう

風
ぶ

（正倉院宝物）

　　なぜ正倉院の宝物は中国や西
アジアのものと似ているのかな？

　15歳で出家した行基は，40代半ばから寺院
に属さず橋や道路の建設など，社会事業をしな
がら布教を行い，民衆からの支持を得ました。当
初，このような活動は朝

ちょう

廷
てい

に禁止されましたが，
のちに活動の実績が認められ，743年に聖武天
皇から大仏建立への協力を求
められました。行基は大仏建
立のために全国各地を回って，
寄付と大仏づくりを行う労働者
を集めました。その功績から，
亡くなる前年には，僧侶の最高
位である大

だい

僧
そう

正
じょう

に任じられました。

大仏建立の立役者「行
ぎょう

基
き

」

▲行基
　（668～ 749）

高さ2cm高さ2.8cm

高さ8.5cm

長さ108.1cm
幅 30.9cm

縦 37cm
横 22.6cm

一般的な
鉛筆の
長さ
17.2㎝

中国 中国

ペルシャ

日本 日本

日本

33 2019 年に定められた元号「令
れい

和
わ

」は，「万葉集」に収められた当時の大
だ

宰
ざい

府
ふ

の長官であった大
おお

伴
ともの

旅
たび

人
と

の歌が出典となっている。

↑正倉院への出入りはきびしく制限され，近世までは皇族
や貴族，将軍などの有力者しか宝物を拝観できなかった。

 シルクロードを通って日本に伝えられたり，
影響を受けてつくられたりしたから。

↓
頭
髪
や
衣
服
な
ど
に
鳥
の
羽
毛
が
貼
り
付
け
ら
れ
て
い
た
。

↑
宮
内
庁
に
よ
っ
て
、
10
年
近
く
の
歳
月
を
か
け
て
忠
実
に
再
現・制
作
さ
れ
た
模
造
品
が
つ
く
ら
れ
、
2
0
1
9
年
に
公
開
さ
れ
た
。

▲ ▲その時代やできごとを具体的に実感でき

るよう、生徒の身近なものと比較したり、

今の時代にあてはめて解説したりしてい

ます。（p.31・33）

▲イギリスの綿織物産業の発達が、 他の国にどのような影響を与えたか、

複数の資料から考えさせています。 （p.111）

⓯イギリスの農村人口と都市人口の推移

⓲織物工場で働く少年 ⓳イギリスの繊
せん

維
い

工場で働く子どもについての証言

㉑マルクスの主張

⓴資本主義の仕組み

資本主義と社会主義の比較

⓮各国の産業革命

⓬インドとイギリスの　
　綿布輸出額の推移

⓭アメリカの奴
ど

隷
れい

人口と
　綿花生産量の推移

イギリスの安い綿布の輸出でインド
の綿織物業は衰

すい

退
たい

した。

機械の進歩によって熟
じゅく

練
れん

した技術を持たない女性や
子どもが工場で働くように
なった。上の絵は「イギリス
の白人奴

ど

隷
れい

」という題で，
少年労働者への虐

ぎゃく

待
たい

が描か
れている。

マルクスは著
ちょ

書
しょ

の「資本論」で資本主義経済を
批
ひ

判
はん

し，資本主義経済はいずれ崩
ほう

壊
かい

して社会主義
経済（ ）になると主張した。

　　なぜ社会主義の考え
方が生まれたのかな？

イギリス本国と植民地

輸入
輸出

イギリスの貿易

カナダ

ア
メ
リ
カ

ブラジル

アルゼンチン

イギリス ロシア

インド

ケープ植民地
オーストラリア

ゴム・コーヒー・綿花

たばこ・綿花・穀類

羊毛・金・穀類・肉

綿製品・金属製品

綿製品・金属製品

綿製品・金属製品

肉・小麦

茶・米・
綿花

木材・小麦

茶・絹

羊毛

綿製品

食料品

綿製品

金
属
製
品

綿製品

綿製品

コーヒー

清
しん

労働者が貧
まず

しいのは，資本家が土地や工場
などを私有しているからである。労働者は
団結して資本家と闘

たたか

わなくてはならない。

300

200

100

0

（万ポンド）

年
（山本達郎編「インド史」）

1770 180080 90 2010 30 40

インドからヨー
ロッパへ輸出さ
れた綿布

イギリスから東洋
へ輸出された綿布

イギリス
フランス
ド イ ツ
アメリカ
日 本
ロ シ ア

1750 1800 1850 　1900年

産業革命の始まり 産業革命の進展期

400

300

200

100

0

400

300

200

100

0

（万人） （万ベール）

年

（アメリカ商務省資料など）

1790
※ベール…綿花を布などで巻いたり，テープな

どで帯をかけたりする梱包の単位。

1800 2010 30 605040

奴隷人口

綿花生産量

「世界の工場」イギリスと産業革命の進展

資本主義の発達と社会問題の発生

3

4

産業革命が進むと工場が増加し，工場のあ
る都市には人口が集中するようになった。都市の
労働者層の平均寿命が特に短くなっているが，こ
れはきびしい労働や栄養不足で，子どもの死亡
率が高かったためと考えられている。

スラム街では劣
れつ

悪
あく

な衛生環境によって，結
けっ

核
かく

やコ
レラなどの感

かん

染
せん

症
しょう

がたびたび流行した。

⓰1840年ころのイギリスの平均寿
じゅ

命
みょう

⓱ロンドンのスラム街
地域 富

ふ

裕
ゆう

層
そう

農民・商人層 労働者層

リバプール
（都市）

35歳 22歳 15歳

ラトランド州
（農村）

52歳 41歳 38歳

　　なぜアメリカでは奴隷人口
が増加したのかな？

（「生活の世界歴史10」）

▲マルクス（1818～83）

山積みの汚
お
物
ぶつ

質問：（最
さい

繁
はん

忙
ぼう

期
き

に）もしも彼女たちがわずかに遅
ち

刻
こく

したとして，
この長時間のあいだにその影

えい

響
きょう

はどうなったか。
回答：彼女たちは労働時間が最も長いときでも，最も短いとき

と同様にクォータされました。
質問：クォータとはなんのことか。
回答：賃

ちん

金
ぎん

を4分の1減らされる
ことです。

質問：どのくらい遅れたらクォータさ
れるのか。

回答：5分間です。　
（「西洋史料集成」）

24時

618

12

3

9

21
22：30

7：15
15

就業
しゅうぎょう

睡眠
すいみん

就業

就
業

昼食

夕
食

朝
食

▲最繁忙期の1日
当時の資本家は，多くの利益を上げるため，労働者に低

てい

賃
ちん

金
ぎん

・
長時間労働を強いた。これに対して労働者たちは，待

たい

遇
ぐう

の改善を求
めて労

ろう

働
どう

組
くみ

合
あい

を結成して団結した。

資本主義 社会主義

利益を求めて，企
き

業
ぎょう

が自由に競
争を行う（自由経済）

経済の
あり方

国家が計画を立てて生産を行う
（計画経済）

原則として私有 生産手段 原則として国有・公有

経済が成長しやすい 利点 貧富の差がない（小さい）

貧富の差がある（大きい） 欠点 経済が停
てい

滞
たい

しやすい

⓫イギリスと植民地などとの貿易（19世紀後半）

力を持つ資本家と立場の
弱い労働者の間で対立が
激しくなったよ。

ねずみと遊ぶ子ども

111

ヨーロッパと，アメリカ・アフリカ・アジアの貿易
はどのように変化したかな？ p.67⓯

 1825 年，江
え

戸
ど

幕府が異
い

国
こく

船
せん

打
うち

払
はらい

令
れい

を出す。  産業革命がおきていた 1770 年のイギリスで，世界初の消しゴムが発明された。それまではパンでこすって文字を消していた。

↑世界に先駆けて産業
革命を成功させたイギ
リスは，パクス・ブリタ
ニカと呼ばれる繁栄の
時代を迎えた。

↓現在のイギリスの平均寿命は 81.4 歳（2016 年，WHO 調べ）。

 ヨーロッパがアメリカ・アジア・アフリカから原料を輸入し，
　　　　それを製品化して輸出するようになった。

 資本家と労働者という利害が対立する階級が生まれ，貧富
の格差が拡大していたから。

イギリスへ
輸出する綿花
の生産を増やすために，労働力が必要だったから。

▲ 「流れ」 「しくみ」 「因果関係」 を図解

する模式図は、 特に力を入れて制作し

ました。 （p.110）

45 産業革命とその影響近代①

❶手作業による綿糸の生産（イギリス） ❷ミュール紡績機による綿糸の生産工場 ❸ミュール紡績機

ミュール紡
ぼう

績
せき

機
き

の登場により，綿糸の生産効率が飛
ひ

躍
やく

的
てき

に高まった。細く強い糸をつむぐことができ，熟
じゅく

練
れん

した職人
が担

にな

っていた生産作業が単純労働でできるようになった。

紡績機の進歩に
よって綿糸が大量
生産されるように
なると，それまで
手作業が中心だっ
た綿織物の生産に
蒸気機関の動力が
使われるようになっ
た。 このことで，
綿織物の大量生産
が可能になった。

イギリスで鉄道が開業すると，ヨーロッ
パ各地で鉄道が建設された。各国の政府
も建設を促進したことから，ヨーロッパ全
域を結ぶ鉄道網が急速に広がった。

❹イギリスの綿工業で産業革命がおこった背景

❽蒸気機関車の実用化（1825 年）

❻カートライトの力織機 ❼イギリスの鉱工業生産の推移

❾ヨーロッパの鉄道網
も う

の拡大 ❿イギリスの
　産業革命の展開

❺イギリスの綿工業の発達

イギリス フランス ドイツ
1825 年 1832 年 1835 年

　　安いインド産綿織物に対抗するために，イギリスはどのような方法をとったのかな？

▲蒸気機関車の鉄道の開通年

イギリスで綿織物工業が発達
（産業革命）

奴隷

武器・
日用品 たばこ・

　砂糖

綿織物

茶

17世紀
イ
ギ
リ
ス
が
北・中
ア
メ
リ
カ
に
植
民
地
拡
大

17～18世紀

イギリス

西アフリカ 北・中
アメリカ

中国

インド

ヨーロッパで
インド産綿織物が大流行

イギリスがインド産綿織物を輸
入禁止にし，インド産綿花と綿
糸のみを輸入

イギリスと植民地などとの貿易

イギリスの毛織物工業に打撃

イギリスにばく大な利益

ど れい

鉄道1840年 1880年

0 1000km

10000

8000

6000

4000

2000

0

10000

8000

6000

4000

2000

0

石
炭（
万
ｔ
）

銑
鉄（
千
ｔ
）

綿
製
品

（
万
ポ
ン
ド
）

年
（「近代国際経済要覧」など）

1740 180060 80 20 40 60

綿製品
（生産額）

石炭
（産出高）

銑鉄
（生産高）

せんてつ

綿製品
（万ポンド）

石炭（万ｔ）
銑鉄（千ｔ）

燃料
木炭から石炭中心に

動力
ワットが蒸気機関

を改良

技術
綿織物工業
を中心に
技術革新

交通

工業化が加速

蒸気機関車・
蒸気船の発明

1人1台の紡
ぼう

錘
すい

車
しゃ

で作業

1人の大人と 2～ 3人の少年が同時に1600 台の紡錘車で作業

機械化によって，どのような変化がおこったのかな

1700 1800 1900 2000

平成昭和明治江戸 大
正

大韓帝国朝鮮 大韓民国・朝鮮民
主主義人民共和国

中華人民共和国中華民国

（日本領）

清

日本

中国

朝鮮

イギリスの産
さ ん

業
ぎょう

革
か く

命
め い

交通革命

1

2

　イギリスではもともと洋服の素
材に毛織物が使われていました
が，高価で水洗いしにくく，1 ～
2着しか洋服を持てない一般の
人々が着るには不便でした。17
世紀以降，安くて色彩豊かな
インド産綿織物が輸入されると，
「ファッション革命」といえるほど
大人気になりました。

インド産綿織物が一大ブームに！

▲18世紀のインド産
　綿織物

蒸気機関車の鉄道は
イギリスで始まった。

（三省堂「世界歴史地図」）

110  1825 年，江
え

戸
ど

幕府が異
い

国
こく

船
せん

打
うち

払
はらい

令
れい

を出す。

 ●産業革命がイギリスなどにもたらした影響の特色をとらえさせる。

 効率が上がって生産量が拡大した。  綿織物の国産化を図り，インド産綿織物を輸入禁止にした。

↓産業革命の背景の 1 つに，資本家の農地囲い込みによって土地を失った農民が，都市に流入して労働者となったこともある。

↑1810年代には，織物工が自分達の職が奪われると考えて機械破壊運動（ラッダイト運動）をおこした。
力織機の導入はマンチェスターなどで激しい反対にあい，実用化されたのは19世紀に入ってからである。
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